
※インフルエンザ等の感染症は、「健康手帳」を提出いただくと出席停止の扱いとなります。
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◎インフルエンザの出席停止期間について（あくまでも目安です）
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◆インフルエンザの出席停止期間は“発症した後５日を経過し、かつ解熱した後

２日を経過するまで“となっています。

◆インフルエンザには濃厚接触者等の扱いはありませんが、体調がすぐれない場

合には大事をとってお休みしてください。

◆医師による診断書は不要ですが病院にて診察を受けていただきますようお願

いいたします。

（新型コロナウイルス感染症とは違い、自主検査は出席停止扱いとなりませんのでご注意ください。）

◆登校再開後、学校から健康手帳をお渡ししますので、保護者の方が記入してい

ただき、提出をお願いします。
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学校感染症の出席停止期間一覧表

エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘そう、南米出血熱、ペスト、マールブルグ病、ラッサ熱、急性灰白髄
炎、ジフテリア、重症急性呼吸器症候群（ＳＡＲＳ）、中東 呼吸器症候群（ＭＥＲＳ）及び特定鳥インフルエンザ

治癒するまで

病名 出席停止期間 症状

インフルエンザ 発症後、５日を経過し、かつ解熱した後２日を経過するまで
高熱、頭痛、関節痛、悪寒、倦怠感、咳、
鼻水、咽頭痛

百 日 咳
特有の咳が消失するまで、または5日間の抗菌性物質製剤
による治療が終了するまで

コンコンという短く、激しい咳が続く

麻 し ん 解熱後３日を経過するまで
発熱、咳、鼻水、目やに、目の充血、頬の
内側にコプリック斑（白い点）ができる

流行性耳下腺炎
耳下腺、顎下腺または舌下腺の腫れ脹が発現した後５日を
経過しかつ全身状態が良好になるまで

発熱、片側もしくは両側のあごの後ろ
が腫れて痛む

風 し ん 発しんが消滅するまで
バラ色の発疹、耳の後ろや首が痛く腫
れる

水 痘
（水ぼうそう）

すべての発しんが痂皮化するまで
水ほうのある発疹が体と首のあたりか
ら顔に生じ、その後かさぶたになる

咽頭結膜熱
（プール熱）

主要症状が消退した後２日を経過するまで
高熱、咽頭痛、頭痛、目の充血、目やに
首のリンパ節の腫れ

結 核 症状により学校医、その他の医師において感染のおそれが
ないと認めるまで

初めは無症状でだんだんとだるさ、微
熱、寝汗、咳が現れる

髄膜炎菌性髄膜炎 発熱、頭痛、意識障害、嘔吐

新型コロナウイルス感染症
発症した後５日を経過しかつ症状が軽快した後１日を経過
するまで

発熱、激しい咽頭痛、咳、頭痛、息苦しさ、
味覚・臭覚異常

腸管出血性大腸菌感染症
(O-157など)

症状により学校医、その他の医師において感染のおそれが
ないと認めるまで

激しい腹痛、吐き気、嘔吐、下痢

流行性角結膜炎 目の充血、目やに、まぶたの腫れ

急性出血性結膜炎 目の充血、目やに、白眼の出血

●第１種●

●第２種●

●第３種●

●その他の感染症●
単独で感染した場合は出席停止となりませんが学校で集団感染した場合のみ学校長判断で緊急的に措置をとることができる感染症のこと
で第３種の感染症として扱う場合もあります。
（例）感染性胃腸炎、手足口病、溶連菌感染症、EBウイルス感染症、帯状疱疹、サルモネラ感染症、マイコプラズマ感染症 など


